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         断る「勇希」を持って 
冬休みは解放感からタバコ・アルコール・薬物に手を出してしまいやすいと

言われています。また誘惑が多い時期でもあり、雰囲気が盛り上がって勧めら

れ、こっそり少しだけ、1 回だけなら…そんな場面になることがあるかもしれ

ません。そんな時皆さんならどうしますか？その場の空気に流されず「NO！」と言える“勇気”を持

ってくださいね。 

 

なぜお酒は 20 歳から❓❓ 
 20 歳未満の飲酒は法律で禁止されていることは知っていると思います。20 歳までは身体と心が成

長する大切な時期。身長が伸びるのが止まっても脳や肝臓などの臓器はまだ成長過程です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 医療のひっ迫を抑えるために、自宅でも抗原定性検査キットを使用した検査ができるようになって

います。もう使ったことがある人もいるのではないでしょうか。薬局やネット販売でも購入できます

が、“研究用”ではなく、国が承認した「医療用」または「一般用」のものを使用しましょう。特に一

部のネットショップで“研究用”が販売されているようなので注意しましょう。埼玉県でも万が一に

備えて抗原定性検査キットを早めに購入しておくことを推奨しています。最近では、インフルエンザ

と同時検査ができるものも販売され始めています。 

 

 

 

 

 

 

 

※厚生労働省「新型コロナウイルス・季節性インフルエンザの同時流行に備えた対応」より 

２０歳未満がお酒を飲ん

ではいけない５つの理由 

の機能を低下させる 

脳の発育途上で飲酒をするとアルコールが脳細胞に大きなダメージを与

え、学習能力や集中力、記憶力、判断力、意欲などの低下につながります。

臓などの臓器障害を引き起こす 

アルコールを分解する酵素の働きが弱いた

め、大人に比べ短期間で肝臓やすい臓などに障

害を引き起こす危険性が高まります。 

ホルモンのバランスを崩す 

長い間大量にお酒を飲み続けていると、性ホルモンの分泌に

異常が起きることがあります。思春期からお酒を飲み始めると

二次性徴が現れるのが遅くなると警告する専門家もいます。 

性アルコール中毒に少量でもなる 

アルコールの分解が遅い 20 歳未満は、少量

でも急性アルコール中毒になる危険性が高い

と言われています。 

ルコール依存症になりやすくなる 

15 歳以下からお酒を飲み始めた場合と 21 歳以上からお酒

を飲み始めた場合を比べるとアルコール依存症になる確率は

3 倍以上となる報告があります。 

         お酒を飲むことによって血液中に入ったアルコールは、脳の様々な働きをマ

ヒさせてしまいます。血中アルコール濃度がどんどん高くなると、大脳皮質から辺縁系、さらには

延髄まで中枢神経のマヒが進み、刺激にも反応しなくなる昏睡状態におちいり、呼吸中枢までマヒ

してしまって死に至ることもあります。 

 急性アルコール中毒とは、血中と脳内のアルコール濃度が急激に高まって、一挙に体が危険な状

態になってしまうことです。同じ量のアルコールでも、短時間で飲むと血中アルコール濃度はより

早く高くなり、また最高濃度もより高くなります。 

抗原定性検査キットには種類があります 


